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は
じ
め
に

ア
ダ
ム
・
バ
ル
チ
ュJoha nn Adam

 Bernhard R
itter von Bartsch

（
一

七
五
七
―
一
八
二
一
年
、
騎
士
の
称
号
を
得
る
の
は
一
八
一
二
年
以
降
）、

そ
の
名
は
西
洋
の
版
画
史
研
究
に
お
い
て
燦
然
と
輝
い
て
い
る
。
版
画
研

究
者
で
な
く
と
も
、
自
身
の
研
究
に
版
画
を
用
い
た
こ
と
が
あ
る
美
術
史

研
究
者
で
彼
の
名
を
知
ら
な
い
者
は
い
な
い
だ
ろ
う
。

バ
ル
チ
ュ
は
、
現
在
で
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
二
十
年
近
く
を
か
け
て

編
纂
し
た
彼
の
二
一
巻
に
お
よ
ぶLe Peintre-G

raveur

1（
一
八
〇
三
―

一
八
二
一
年
）
に
よ
っ
て
知
ら
れ
、
ド
イ
ツ
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
、
フ
ラ

ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
の
主
要
な
版
画
を
網
羅
し
た
、
こ
の
最
初
の
近
代
的
な

カ
タ
ロ
グ
と
見
做
さ
れ
て
い
る
偉
業
に
よ
り
、
版
画
史
研
究
の
祖
と
も
呼

ば
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
バ
ル
チ
ュ
の
研
究
を
よ
り
身
近
に
し
て
い

る
の
は
、
一
九
七
八
年
か
ら
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
総
監
修
を
ウ
ォ
ル
タ

ー
・
Ｌ
・
ス
ト
ラ
ウ
スW

alter L. Straus

と
し
て
出
版
が
開
始
さ
れ
たTh

e 
Illustrated Bartsh

2 

で
あ
ろ
う
。
バ
ル
チ
ュ
の
カ
タ
ロ
グ
の
名
を
冠
し

た
一
七
〇
巻
を
超
え
る
こ
の
書
籍
は
3
、
そ
の
名
の
通
り
全
作
品
が
図
版

化
さ
れ
て
い
る
。
図
版
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
は
決
し
て
良
く
は
な
い
も
の
の
、

有
用
で
あ
る
こ
と
こ
の
上
な
い
4
。
さ
ら
に
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
た
ん
な

る
バ
ル
チ
ュ
の
英
訳
で
は
な
く
、
彼
が
知
ら
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
彼
に

よ
っ
て
リ
ス
ト
化
さ
れ
て
い
な
い
作
品
に
つ
い
て
も
加
え
る
こ
と
を
当
初

か
ら
意
図
し
て
お
り
5
、
最
新
の
研
究
成
果
を
反
映
し
た
注
釈
巻
や
補
遺

巻
に
よ
っ
て
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
作
品
数
は
大
幅
に
増
え
て
い
る
。

さ
て
、
バ
ル
チ
ュ
のLe Peintre-G

raveur

に
は
、
彼
の
死
後
の
一
八
四

三
年
に
ル
ド
ル
フ
・
ヴ
ァ
イ
ゲ
ルRudolf W

eigel

6  

編
集
に
よ
る
補
遺

巻
が
出
さ
れ
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
版
画
家
が
加
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
一
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八
四
四
年
に
も
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ヘ
ラ
ー Joseph H

eller

に
よ
る
補
遺
が
出
版

さ
れ
た
7
。
ま
た
、
ナ
ザ
レ
派
の
画
家
か
ら
後
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
シ

ュ
テ
ー
デ
ル
美
術
研
究
所
所
長
と
な
っ
た
ヨ
ハ
ン
・
ダ
ヴ
ィ
ッ
ト
・
パ
サ

ヴ
ァ
ン
トJohann D

avid Passavant

8
は
、
バ
ル
チ
ュ
の
カ
タ
ロ
グ
の
ド

イ
ツ
版
を
出
す
べ
く
同
名
のLe Peintre G

raveur 

全
六
巻 

（
一
八
六
〇
―

一
八
六
四
年
）
を
出
版
し
9
、
バ
ル
チ
ュ
の
カ
タ
ロ
グ
に
含
ま
れ
て
い
な

か
っ
た
ド
イ
ツ
お
よ
び
イ
タ
リ
ア
の
銅
版
画
と
木
版
画
を
収
録
し
た
。
バ

ル
チ
ュ
の
カ
タ
ロ
グ
は
近
代
的
な
版
画
カ
タ
ロ
グ
の
嚆
矢
と
さ
れ
、
現
代

に
お
い
て
も
そ
の
カ
タ
ロ
グ
番
号
が
使
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
に
そ
の
影
響
は

多
大
で
あ
る
。

バ
ル
チ
ュ
に
つ
い
て
は
、
近
年
研
究
が
進
ん
で
い
る
。
と
り
わ
け
修

士
論
文
か
ら
の
研
究
を
博
士
論
文
に
結
実
さ
せ
た
ル
ド
ル
フ
・
リ
ー
ガ

ー Rudolf R
ieger

の
著
作
（
二
〇
一
四
年
）10
は
、
と
く
に
版
画
家
と
し

て
の
側
面
に
光
を
あ
て
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
生
涯
を
も
っ
と
も
詳
し
く

記
述
し
、
作
品
の
総
カ
タ
ロ
グ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
著
作
、
手
紙
、
手

稿
な
ど
の
バ
ル
チ
ュ
に
か
ん
す
る
基
礎
資
料
を
す
べ
て
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
そ
の
後
も
、
二
〇
一
六
年
に
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
で
行
わ
れ
た
展

覧
会
の
カ
タ
ロ
グ
『
コ
ピ
ー
・
ラ
イ
ト
―
ア
ダ
ム
・
フ
ォ
ン
・
バ
ル
チ

ュ
―
芸
術
・
商
業
・
専
門
家
』11
で
多
角
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
バ
ル
チ
ュ
の
名
と
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
る
著
名

な
カ
タ
ロ
グLe Peintre G

raveur

、
そ
し
て
こ
の
し
ば
し
ば
フ
ラ
ン
ス
語

で
表
記
さ
れ
るPeintre G

raveur 

と
い
う
言
葉
を
、
こ
う
し
た
近
年
の
研

究
を
踏
ま
え
て
、
彼
の
著
作
、
と
り
わ
け
没
年
に
上
梓
し
た
最
後
の
著
作

で
あ
る
『
銅
版
画
学
入
門Anleitung zur Kupferstichkunde

12
』（
一
八
二

一
年
）
や
複
製
版
画
制
作
活
動
か
ら
再
考
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

１
．
バ
ル
チ
ュ
の
生
涯

　

ア
ダ
ム
・
バ
ル
チ
ュ
（
図
１
）13
は
、一
七
五
七
年
八
月
一
七
日
に
シ

ュ
タ
ー
レ
ン
べ
ル
ク
候
ゲ
オ
ル
ク
・
ア
ダ
ムFürst G

eorg Adam
 von 

Strahlem
berg

に
出
納
管
理
官
と
し
て
仕
え
た
ア
ダ
ム
・
ジ
ク
ム
ン
ト
・

バ
ル
チ
ュAdam

 Sigm
und Bartsch

の
息
子
と
し
て
生
ま
れ
た
14
。
兄
弟

は
五
人
で
、
そ
の
な
か
で
も
ウ
ィ
ー
ン
大
学
を
出
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
っ

と
も
伝
統
あ
る
新
聞
「
ヴ
ィ
ー
ナ
ー
・
ツ
ァ
イ
ト
ゥ
ン
グ
」
の
編
集
者
と

な
っ
た
弟
の
コ
ン
ラ
ー
トC

onrad

と
は
、
と
く
に
親
密
で
あ
っ
た
。

　

ウ
ィ
ー
ン
大
学
で
学
問
の
素
養
を
修
め
た
後
に
、
一
七
七
〇
年
頃
か
ら

ヴ
ィ
ー
ン
王
立
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
に
お
い
て
、
ヤ
ー
コ
プ
・
マ
テ
ィ
ア

ス
・
シ
ュ
ム
ツ
ァ
ーJacob M

atthias Schm
utzer

の
も
と
で
銅
版
画
を
学

ん
だ
15
。
初
期
作
品
と
し
て
は
、
一
七
七
五
年
に
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
の

長
女
で
あ
る
公
女
マ
リ
ア
・
ア
ン
ナ
の
た
め
の
書
物
の
挿
絵
を
制
作
し

て
い
る
。
そ
の
二
年
前
か
ら
、
バ
ル
チ
ュ
は
勉
学
の
た
め
に
通
っ
て
い
た

宮
廷
図
書
館
の
主
任
館
員
ヨ
ー
ゼ
フ
・
フ
ォ
ン
・
マ
ー
テ
ィ
ネ
スJoseph 

von M
artines

と
知
り
合
っ
て
お
り
、
こ
の
仕
事
は
バ
ル
チ
ュ
を
認
め
て

い
た
彼
の
骨
折
り
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
宮
廷
図
書
館
長
ア
ダ
ム
・
フ
ラ
ン
ツ
・
コ
ラ
ー
・
フ
ォ

ン
・
ケ
レ
ツ
テ
ンAdam

 Franz K
ollár von K

eresztén 

の
目
に
も
と
ま
り
、
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一
七
七
七
年
、
バ
ル
チ
ュ
は
宮
廷
図
書
館
の
空
席
に
な
っ
た
第
五
書
記
官

に
任
ぜ
ら
れ
た
。
一
七
八
二
年
に
は
第
二
書
記
官
へ
と
昇
進
し
て
い
る
。

一
七
八
三
年
、
図
書
館
長
官
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
フ
ォ
ン
・
ス
ヴ
ィ
ー
テ

ン
男
爵G

ottfried Freiherr von Sw
ieten

は
、
パ
リ
で
画
家
ジ
ャ
ン
・
ア

ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
ド
・
ペ
ー
テ
ルJean Antoine de Peters  

16

の
三
〇
年
に

わ
た
る
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
売
り
に
出
さ
れ
る
と
い
う
情

報
を
得
た
。
宮
廷
図
書
館
の
版
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
オ
イ
ゲ
ン
・
フ
ォ

ン
・
ザ
ヴ
ォ
イ
エ
ン
公Prinz Eugen von Savoyen

（
一
六
六
三
―
一
七

三
六
年
）
の
豊
か
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
基
づ
く
が
、
こ
こ
に
欠
け
て
い
た

レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
作
品
を
彼
は
か
ね
て
か
ら
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
時

を
同
じ
く
し
て
ド
・
ラ
・
ヴ
ァ
リ
エ
ー
ル
公 D

uc de la Vallière

の
貴
重

書
の
競
売
が
あ
り
、
こ
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
年
上
の
第
三
書
記
官
パ
ウ

ル
・
シ
ュ
ト
ラ
ッ
ト
マ
ンPaul Strattm

ann

と
と
も
に
、
バ
ル
チ
ュ
は
レ

ン
ブ
ラ
ン
ト
の
作
品
を
入
手
す
べ
く
パ
リ
に
赴
く
こ
と
に
な
っ
た
。

バ
ル
チ
ュ
は
旅
行
中
に
フ
ォ
ン
・
ス
ヴ
ィ
ー
テ
ン
男
爵
と
手
紙
を
交
わ

し
、
彼
を
導
く
標
と
も
な
っ
た
そ
れ
ら
の
文
通
は
、
彼
の
旅
行
中
の
活
動

を
つ
ぶ
さ
に
伝
え
て
い
る
。
一
七
八
三
年
一
二
月
一
六
日
に
ヴ
ィ
ー
ン
を

発
ち
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
ウ
ル
ム
、
プ
フ
ォ
ル
ツ
ハ
イ
ム
、
ラ
シ
ュ
タ
ッ
ト
、

ケ
ー
ル
、
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
を
経
て
、
二
八
日
に
ヴ
ィ
ー
ン
に
到
着
。

一
月
に
入
っ
て
、
最
初
の
週
に
は
デ
・
ペ
ー
テ
ル
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
作

品
を
リ
ス
ト
や
エ
ド
メ
＝
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ジ
ェ
ル
サ
ンEdm

é-François 
G

ersaint

と
ピ
エ
ー
ル
・
イ
ヴ
ェ
ー
ルPierre Yver

の
カ
タ
ロ
グ
・
レ
ゾ

ネ
を
参
照
し
て
評
価
に
と
り
か
か
り
、
そ
の
価
値
を
認
め
た
。
バ
ル
チ
ュ

は
フ
ォ
ン
・
ス
ヴ
ィ
ー
テ
ン
か
ら
の
指
示
に
金
額
を
上
乗
せ
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
結
局
フ
ラ
ン
ス
王
立
図
書
館
に
渡

り
、
彼
は
こ
の
機
会
を
逃
し
た
。
と
は
い
え
、
パ
リ
滞
在
は
バ
ル
チ
ュ
に

と
っ
て
実
り
多
い
も
の
で
あ
っ
た
。
パ
リ
の
主
要
な
版
画
商
で
あ
り
、
自

ら
も
銅
版
画
家
で
あ
っ
た
ピ
エ
ー
ル
＝
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
バ
ザ
ンPierre-

François Basan

の
豊
か
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
足
繁
く
通
い
、
レ
ン
ブ

ラ
ン
ト
と
、
ジ
ャ
ン
＝
バ
テ
ィ
ス
ト
・
ル
・
プ
ラ
ン
ス
や
シ
ャ
ル
ル
・
ニ

コ
ラ
・
コ
シ
ャ
ン
（
子
） 

と
い
っ
た
一
八
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
の
作
家
の
版

画
購
入
を
行
っ
た
。
そ
の
他
に
も
王
の
キ
ャ
ピ
ネ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
す
る

数
々
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
接
し
、
ル
ー
ヴ
ル
の
絵
画
ア
カ
デ
ミ
ー
長
の
ジ

図１ アダム・バルチュ《28歳の自画像》エッチング、
エングレーヴィング、点刻、1785年
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ャ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
・
ラ
グ
ル
ネJean Jacques Lagrenée

17

な
ど
の
多
く

の
専
門
家
と
知
遇
を
得
た
こ
と
は
、
バ
ル
チ
ュ
を
た
ん
に
ヴ
ィ
ー
ン
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
に
の
み
な
ら
ず
、
広
く
版
画
の
真
贋
を
見
分
け
る
こ
と
の
重

要
さ
へ
と
向
か
わ
せ
て
い
っ
た
。
ヴ
ィ
ー
ン
の
オ
イ
ゲ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ザ

ヴ
ォ
イ
エ
ン
公
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
パ
リ
の
大
画
商
で
、
そ
の
新
し
い

カ
タ
ロ
グ
で
も
知
ら
れ
て
い
た
ジ
ャ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
・
マ
リ
エ
ッ
トJean 

Pierre M
ariette

が
、
求
め
ら
れ
て
息
子
ピ
エ
ー
ル
・
ジ
ャ
ンPierre Jean

を
派
遣
し
整
理
し
た
も
の
だ
っ
た
が
、
バ
ル
チ
ュ
は
同
様
で
よ
り
精
密
な

シ
ス
テ
ム
を
模
索
し
始
め
て
い
た
。

一
七
八
四
年
四
月
ド
・
ペ
ー
テ
ル
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
入
手
に
失
敗
す
る

と
、
バ
ル
チ
ュ
は
オ
ラ
ン
ダ
行
き
を
自
ら
申
し
出
て
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
を

求
め
る
フ
ォ
ン
・
ス
ヴ
ィ
ー
テ
ン
男
爵
は
こ
れ
を
許
可
し
た
。
一
七
八
四

年
六
月
二
一
日
か
ら
七
月
二
日
ま
で
の
オ
ラ
ン
ダ
・
ベ
ル
ギ
ー
旅
行
は
、

バ
ル
チ
ュ
に
さ
ら
な
る
作
品
と
の
出
会
い
を
も
た
ら
し
た
。
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
で
は
、
画
商
ピ
エ
ー
ル
・
イ
ヴ
ェ
ー
ル
（
ピ
ー
テ
ル
・
エ
イ
フ
ェ
ル

―Pieter Ijver

）
と
そ
の
息
子
ジ
ャ
ンJean

（
ヤ
ンJan

）
を
訪
ね
、
ピ
ー

テ
ル
・
コ
ル
ネ
リ
ス
・
フ
ァ
ン
・
レ
イ
デ
ン
男
爵Baron Pieter C

ornelis 
van Leyden

の
す
ば
ら
し
い
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
も
立
ち

入
っ
た
。
そ
し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
首
都
ブ
リ
ュ

ッ
セ
ル
で
は
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
画
家
を
代
表
す
る
ル
ー
ベ
ン
ス
、
ヴ
ァ

ン
・
ダ
イ
ク
ら
に
基
づ
く
版
画
を
堪
能
し
、
か
の
ア
ル
ベ
ル
ト
・
フ
ォ

ン
・
ザ
ク
セ
ン
＝
テ
ッ
シ
ェ
ン
公H

erzog Albert von Sachsen-Teschen

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
他
を
訪
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
18
。
こ
の
偉
大
な
版

画
、
素
描
の
コ
レ
ク
タ
ー
で
あ
る
ア
ル
ベ
ル
ト
公
こ
そ
が
、
現
在
の
ア
ル

ベ
ル
テ
ィ
ー
ナ
の
名
前
の
由
来
で
あ
り
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
礎
を
な
す
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
旅
行
で
は
、
プ
ル
ー
ス
・
フ
ァ
ン
・
ア

ム
ス
テ
ルPloos van Am

stel

（
一
七
二
六
―
一
七
九
八
）
の
作
品
を
実
見

し
て
、
素
描
を
複
製
す
る
そ
の
新
し
い
エ
ッ
チ
ン
グ
技
法
を
習
得
し
た
と

考
え
ら
れ
て
い
る
19
。

パ
リ
旅
行
か
ら
帰
国
す
る
と
、
宮
廷
図
書
館
で
は
、
前
館
長
が
一
七
八

三
年
七
月
に
亡
く
な
り
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
が
館
長
に
就
任
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
バ
ル
チ
ュ
は
実
質
的
に
版
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
責
任
者
と
な
っ
た
。

一
七
九
一
年
一
月
二
〇
日
の
フ
ォ
ン
・
ス
ヴ
ィ
ー
テ
ン
男
爵
の
提
議
で
は
、

三
〇
〇
〇
〇
〇
枚
に
お
よ
ぶ
銅
版
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
学
術
的
な
価
値
づ

け
の
重
要
性
と
、
そ
れ
を
パ
リ
と
オ
ラ
ン
ダ
で
研
鑽
を
つ
ん
だ
ア
ダ
ム
・

バ
ル
チ
ュ
が
担
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
20
。
こ
う
し
て
バ
ル
チ
ュ
は
、

銅
版
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
学
芸
員G

arde d’Estam
pes

と
な
り
、
宮
廷
図

書
館
お
よ
び
他
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
カ
タ
ロ
グ
作
成
に
従
事
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

バ
ル
チ
ュ
の
カ
タ
ロ
グ
お
よ
び
そ
の
分
類
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
後

に
触
れ
る
こ
と
と
し
て
、
そ
の
他
の
活
動
と
し
て
あ
げ
る
べ
き
は
、
ま
ず

彼
の
す
ぐ
れ
た
鑑
識
眼
に
よ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
充
実
で
あ
る
。
す
で
に

触
れ
た
、
フ
ォ
ン
・
ス
ヴ
ィ
ー
テ
ン
男
爵
の
指
示
に
よ
っ
て
始
め
た
レ
ン

プ
ラ
ン
ト
作
品
、
パ
リ
滞
在
中
の
フ
ラ
ン
ス
の
同
時
代
一
八
世
紀
の
作
品

の
購
入
、
そ
し
て
初
期
版
画
お
よ
び
、
ド
イ
ツ
版
画
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

弱
い
部
分
で
あ
っ
た
が
、
バ
ル
チ
ュ
の
在
籍
期
間
に
き
わ
め
て
豊
か
に
な
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っ
た
。

ド
イ
ツ
の
初
期
美
術
に
対
す
る
バ
ル
チ
ュ
の
関
心
と
い
う
点
で
は
、
神

聖
ロ
ー
マ
帝
国
皇
帝
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
の
残
し
た
偉
大
な
遺
産
で
あ

る
木
版
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
出
版
公
開
し
た
事
業
も
重
要
で
あ
る
。
バ
ル

チ
ュ
は
、
す
で
に
一
七
七
九
年
、
お
そ
ら
く
は
一
七
七
五
年
に
ヴ
ィ
ー
ン

で
出
さ
れ
た
《
白
王
伝
》21
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、《
凱
旋
行
進
》
の
出
版

の
構
想
を
抱
い
て
い
た
が
、
実
現
し
た
の
は
一
七
九
六
年
に
な
っ
て
か
ら

の
こ
と
だ
っ
た
（
出
版
者
：
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
エ
ド
ワ
ー
ドJam

es Edw
ard

、

ロ
ン
ド
ン
）。
一
七
九
九
年
に
は
三
つ
の
出
版
、
す
な
わ
ち
《
白
王
伝
》

（
出
版
者
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
エ
ド
ワ
ー
ド
、
ロ
ン
ド
ン
）、《
凱
旋
門
》（
出
版

者
：
ト
ラ
ン
ク
ウ
ィ
ロ
・
モ
ッ
ロTranquillo M

ollo

、
ヴ
ィ
ー
ン
）、《
皇

帝
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
一
族
の
聖
人
像
》（
出
版
者
：
フ
ラ
ン
ツ
・
ク

サ
ヴ
ァ
ー
・
シ
ュ
テ
ッ
ク
ルFranz X

aver Schtöckl

、
ヴ
ィ
ー
ン
）
が
行

わ
れ
た
22
。
こ
の
事
業
は
彼
の
と
り
わ
け
デ
ュ
ー
ラ
ー
へ
の
関
心
に
関
連

し
て
い
る
。
一
七
八
一
年
に
出
版
さ
れ
た
『
宮
廷
図
書
館
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

版
木
に
よ
る
、
主
に
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
素
描
に
よ
る
種
々
の
古
木
版
画
』
は
、

バ
ル
チ
ュ
の
名
は
な
い
も
の
の
、
彼
の
手
に
よ
る
と
さ
れ
る
23
。
一
七
八

三
年
に
は
重
要
な
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
素
描
の
数
々
が
宮
廷
図
書
館
に
入
っ
て

き
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
出
版
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
勢
力

拡
大
と
い
う
時
代
背
景
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
民
族
の
自
国
の
歴
史
や
美
術

へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
促
し
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
24
。

バ
ル
チ
ュ
の
豊
か
な
学
識
が
広
く
知
ら
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は

一
七
九
七
年
の
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
カ
タ
ロ
グ
・
レ
ゾ
ネ
改
訂
版
の
出
版
で

あ
り
25
、
一
八
〇
三
年
に
最
初
のLe Peintre-G

raveur

が
発
行
さ
れ
て
か

ら
は
26
、
バ
ル
チ
ュ
の
名
声
は
ヴ
ィ
ー
ン
を
超
え
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
に

知
れ
渡
っ
て
い
た
。
一
七
九
七
年
に
は
ア
カ
デ
ミ
ー
の
会
員
と
な
り
、
一

八
二
一
年
に
は
、
レ
オ
ポ
ル
ト
騎
士
団
の
称
号
を
授
か
っ
て
い
る
。
バ
ル

チ
ュ
は
没
年
にLe Peintre-G

raveur

の
最
終
巻
お
よ
び
『
銅
版
画
学
入
門
』

を
刊
行
し
て
お
り
、
最
後
ま
で
執
筆
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

夜
毎
の
仕
事
で
目
に
は
相
当
な
負
担
が
か
か
っ
て
い
た
。
ま
た
、
一
八
一

五
年
頃
か
ら
は
し
ば
し
ば
湯
治
に
通
っ
て
い
た
と
い
う
。
一
八
二
一
年
八

月
二
〇
日
か
ら
二
一
日
に
か
け
て
の
夜
半
に
六
四
年
の
生
涯
を
閉
じ
た
27
。

さ
て
、
こ
こ
ま
で
ほ
と
ん
ど
バ
ル
チ
ュ
の
版
画
家
と
し
て
の
側
面
に
は

触
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
一
八
五
六
年
の
『
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
人
名
事
典
』

で
は
、
ま
ず
版
画
家
と
し
て
の
バ
ル
チ
ュ
の
業
績
が
作
品
名
を
挙
げ
て
綴

ら
れ
、
後
半
で
「
芸
術
家
と
し
て
と
同
様
に
」
重
要
な
著
述
活
動
に
つ
い

て
触
れ
ら
れ
て
い
る
28
。
ウ
ェ
ヴ
サ
イ
ト
の
、W

ien G
eschichte W

iki

で

も
、
職
業
は
銅
版
画
家
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
二
〇
世
紀
に
は
い
っ

て
か
ら
の
バ
ル
チ
ュ
の
版
画
家
と
し
て
の
評
価
は
概
し
て
芳
し
く
は
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ヨ
ー
ゼ
フ
・
メ
ー
ダ
―Joseph M

eder

は
一
九
二
一

年
に
「
彼
は
創
作
的
と
い
う
よ
り
生
産
的
、
創
造
者
と
い
う
よ
り
も
複
製

す
る
模
倣
者
」
と
評
し
て
い
る
し
、
一
九
五
三
年
の
『
新
ド
イ
ツ
人
名
事

典
』
で
は
、「
技
術
的
に
は
す
ば
ら
し
い
が
、
芸
術
的
価
値
は
な
い
」
と
手

厳
し
い
。
版
画
家
と
し
て
の
バ
ル
チ
ュ
が
、
主
に
複
製
版
画
家
で
あ
っ
た

こ
と
に
間
違
い
は
な
い
も
の
の
、
こ
う
し
た
評
価
に
対
し
て
リ
ー
ガ
ー
は

と
く
に
素
描
の
複
製
版
画
に
注
目
し
、
版
画
家
と
し
て
の
活
動
と
研
究
者
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と
し
て
の
そ
れ
は
密
接
に
関
連
す
る
と
し
た
。
彼
の
研
究
に
つ
い
て
詳
し

く
は
触
れ
な
い
も
の
の
、
バ
ル
チ
ュ
が
優
れ
た
技
量
を
持
っ
た
版
画
家
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
彼
のPeintre-G

raveur

と
い
う
概
念
を
理
解
す

る
た
め
考
慮
す
べ
き
点
だ
と
思
わ
れ
る
。

2
、『
銅
版
画
学
入
門 A

nleitung zur K
upferstichkunde

』

　

Peintre-G
raveur

の
検
討
に
入
る
前
に
、
バ
ル
チ
ュ
の
最
後
の
著
作
で

あ
る
『
銅
版
画
学
入
門
29
』
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
彼
の
集
大
成

と
も
い
え
る
こ
の
著
作
は
、Le Peintre-G

raveur

が
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か

れ
て
い
る
の
は
異
な
り
、
彼
の
著
作
の
中
で
も
例
外
的
に
ド
イ
ツ
語
で
書

か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
前
者
は
国
際
的
な
専
門
家
に
向
け
ら
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
後
者
は
「
新
参
の
」
市
民
の
コ
レ
ク
タ
ー
を
対

象
と
し
た
も
の
だ
っ
た
30
。
実
際
こ
の
よ
う
な
版
画
を
理
解
す
る
た
め
の

入
門
書
は
そ
れ
ま
で
に
な
く
、
バ
ル
チ
ュ
は
そ
れ
を
学
問
と
し
て
確
立
し

よ
う
と
し
た
点
で
画
期
的
と
言
え
る
。

　

ま
ず
バ
ル
チ
ュ
は
第
一
巻
の
序
に
お
い
て
、「
版
画
学
と
は
、
銅
版
画

を
正
し
く
判
定
す
る
学
問
で
あ
る
」
と
定
義
し
、「
版
画
に
正
し
い
判
断

を
下
す
た
め
に
、
必
要
な
」
こ
と
と
し
て
、
次
の
二
点
を
挙
げ
て
い
る
31
。

す
な
わ
ち
、
一
、
ど
の
よ
う
な
技
法
で
制
作
さ
れ
て
い
る
の
か
。
二
、
芸

術
の
内
的
、
外
的
特
徴
と
い
う
点
で
、
ど
の
よ
う
な
価
値
を
も
っ
て
い
る

か
。
こ
の
書
で
は
こ
れ
ら
の
こ
と
を
四
部
構
成
で
論
じ
て
い
る
。

　

第
一
部
で
は
、
版
画
の
分
類
、
つ
ま
り
版
画
に
は
ど
の
よ
う
な
種
類
が

あ
る
か
に
つ
い
て
だ
が
、
技
法
別
に
か
な
り
細
か
く
一
一
に
分
け
て
い
る
。

第
一
の
技
法
と
し
て
あ
げ
る
エ
ン
グ
レ
ー
ヴ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
版
材
、
素

描
の
転
写
、
彫
版
用
具
、
刷
り
に
お
け
る
紙
な
ど
、
版
画
全
体
に
関
わ
る

こ
と
に
も
触
れ
な
が
ら
詳
述
し
、
個
々
の
技
法
に
つ
い
て
も
詳
し
く
述
べ

て
い
る
。
最
後
に
、
木
版
画
と
リ
ト
グ
ラ
フ
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

　

版
画
の
価
値
に
つ
い
て
述
べ
る
第
二
部
で
は
、
ま
ず
主
要
な
三
つ
の
要

素
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
目
は
版
画
の
主
題
の
分
類
で
あ
り
、

そ
の
序
列
は
ほ
ぼ
絵
画
に
近
く
、
歴
史
画
お
よ
び
肖
像
画
が
も
っ
と
も
重

要
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
題
に
つ
い
て
そ
の
特
徴
を
述
べ
て
い
る
。

第
二
に
は
、
版
画
の
と
く
に
表
現
技
法
的
な
美
的
側
面
に
つ
い
て
触
れ
て

い
る
。
最
後
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
コ
ピ
ー
の
問
題
が
語
ら
れ
る
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
他
の
副
次
的
特
徴
と
し
て
、
刷

り
の
状
態
、
ア
ド
レ
ス
32
、
ど
の
よ
う
な
状
態
の
版
か
ら
刷
ら
れ
て
い
る

の
か
、
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。

　

第
三
部
は
版
画
家
の
様
式
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
は
調
子
の
つ
け
方
、

線
に
ひ
き
方
や
点
の
打
ち
方
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

　

第
四
部
で
は
、
版
画
の
歴
史
が
記
さ
れ
、
個
々
の
作
家
の
説
明
や
主
要

作
品
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

以
上
が
第
一
巻
の
内
容
で
あ
り
、
第
二
巻
は
贋
作
お
よ
び
改
作
に
つ
い

て
具
体
例
が
示
さ
れ
、
バ
ル
チ
ュ
に
帰
さ
れ
る
版
画
図
版
が
付
さ
れ
て
い

る
。

　
『
銅
版
画
学
入
門
』
に
お
い
て
、
バ
ル
チ
ュ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事
項
を
き

わ
め
て
具
体
的
に
説
明
を
し
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
彼
の
考
え
方
を
知
る
こ
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と
が
で
き
る
。
そ
れ
はPeintre-G

raveur

を
理
解
す
る
う
え
で
も
非
常
に

有
益
な
の
で
あ
る
。

3
、
バ
ル
チ
ュ
に
と
っ
て
のP

eintre-G
raveur

と
は
何
か

　

Le Peintre-G
raveur

第
一
巻
の
序
文
で
、
バ
ル
チ
ュ
は
こ
の
用
語
が
意

図
す
る
と
こ
ろ
を
述
べ
て
い
る
。

　

画
家
の
デ
ッ
サ
ン
に
基
づ
い
て
版
画
家
が
制
作
し
た
版
画
は
、

ま
さ
し
く
作
者
の
言
語
を
異
な
る
言
語
に
翻
訳
す
る
作
品
と
比
較

さ
れ
る
。
そ
し
て
翻
訳
者
が
作
者
の
考
え
に
入
り
込
め
る
と
き
の

み
、
翻
訳
は
完
全
に
な
る
の
と
同
様
に
、
も
し
版
画
家
が
そ
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
エ
ス
プ
リ
を
知
る
才
能
を
持
っ
て
い
て
、
そ
し
て
彼

の
ビ
ュ
ラ
ン
の
線
の
よ
っ
て
そ
の
価
値
を
表
現
し
な
け
れ
ば
、
版

画
は
決
し
て
完
全
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ

れ
ら
の
素
質
を
持
っ
て
い
る
翻
訳
者
や
版
画
家
は
ど
ち
ら
も
め
っ

た
に
い
な
い
。

　

こ
の
点
に
か
ん
し
て
、
作
者
に
よ
っ
て
、
つ
ま
り
、
画
家
自
身

に
よ
っ
て
彫
ら
れ
た
版
画
は
、
創
作
者
の
考
え
に
反
す
る
こ
と
が

見
い
だ
せ
な
い
の
で
、
そ
れ
ゆ
え
常
に
版
画
家
の
そ
れ
よ
り
も
優

位
で
あ
る
。
軽
や
か
に
引
か
れ
た
線
、
あ
る
い
は
よ
り
十
分
に
仕

上
げ
ら
れ
た
も
の
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
エ
ス
キ
ー
ス
や
最
初
の

デ
ッ
サ
ン
の
よ
う
な
も
の
だ
。
私
た
ち
は
そ
れ
ら
の
作
者
以
外
の

誰
で
も
な
い
、
そ
れ
ゆ
え
彼
た
だ
一
人
を
見
出
す
の
だ
。
そ
し
て

私
た
ち
は
才
能
と
エ
ス
プ
リ
が
彼
独
自
の
特
別
の
も
の
で
あ
る
こ

と
に
気
付
く
の
だ
。

　

こ
う
し
た
理
由
で
、
画
家
た
ち
の
版
画
は
、
真
の
鑑
識
家
か
ら

も
芸
術
家
そ
れ
自
身
か
ら
も
常
に
大
い
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

れ
ら
の
版
画
の
多
く
は
エ
ッ
チ
ン
グ
で
、
つ
ま
り
大
量
に
は
刷
ら

れ
な
い
技
法
で
、
一
般
に
そ
れ
ら
は
珍
し
く
、
そ
れ
ゆ
え
そ
れ
ら

の
あ
る
も
の
は
豊
か
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
さ
え
見
つ
け
る
の
が
難

し
い
33
。

　

こ
の
序
文
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
用
語
は
、
自
身
の
素
描
に
よ
り
版
画
を

制
作
す
る
画
家
、
を
指
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
と
こ
ろ
が
バ
ル
チ
ュ

の
分
類
は
実
際
に
は
そ
れ
に
従
っ
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
、
マ
ル
カ
ン
ト

ニ
オ
の
よ
う
に
画
家
と
し
て
は
知
ら
れ
て
い
な
い
者
が
入
っ
て
い
た
り
、

画
家
が
版
画
家
で
あ
れ
ば
、
他
の
画
家
の
下
絵
に
よ
る
版
画
も
含
め
て
い

た
り
す
る
と
い
う
点
は
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
34
。
ま
た
、
こ

の
用
語
は
現
在
で
は
一
般
に
「
複
製
版
画
家
」
に
対
す
る
「
オ
リ
ジ
ナ
ル

版
画
家
」
と
理
解
さ
れ
て
い
る
も
の
の
35
、
こ
の
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
」
の
意

味
す
る
と
こ
ろ
が
バ
ル
チ
ュ
に
お
い
て
何
で
あ
る
の
か
、
に
つ
い
て
は
注

意
が
必
要
で
あ
る
。

ま
ず
こ
の
用
語
が
バ
ル
チ
ュ
独
自
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
確
認

し
て
お
こ
う
。
リ
ー
ガ
ー
は
、
そ
の
い
き
さ
つ
を
振
り
返
る
、
一
八
〇
五

年
に
バ
ル
チ
ュ
が
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ア
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
フ
リ
ー
ゼ
ン
男
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爵Freiherr H
einrich Adolph von Friesen

に
宛
て
た
手
紙
を
指
摘
し
て

い
る
。　

私
の
カ
タ
ロ
グ
を
別
々
に
印
刷
さ
せ
る
の
に
は
幾
つ
か
の
不
都

合
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
次
の
決
心
を
し
ま
し
た
。
こ
の
選
集

に
、
す
で
に
印
刷
の
準
備
の
あ
る
も
の
や
今
後
書
く
だ
ろ
う
こ
と

を
入
れ
る
だ
け
で
な
く
、
以
前
に
出
版
さ
れ
た
も
の
を
、
訂
正
し

書
き
足
し
て
、
出
版
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
こ
の
選
集
の
本

当
の
タ
イ
ト
ル
は
、
お
そ
ら
く
、
諸
派
の
異
な
る
画
家
達
の
版
刻

作
品
カ
タ
ロ
グ
選
集
と
な
る
の
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
は
あ
ま
り
に

長
す
ぎ
る
と
思
わ
れ
ま
し
た
。
私
に
はPeintre-G

raveur

が
よ
り

好
ま
し
く
思
わ
れ
ま
し
た
。
と
い
う
の
も
、
そ
れ
は
簡
潔
で
す
し
、

そ
れ
ゆ
え
引
用
し
易
く
、
ま
た
そ
れ
は
二
つ
の
言
葉
の
要
点
を
表

し
て
い
ま
す
。
も
っ
と
も
、
結
び
つ
け
て
使
う
こ
と
の
な
い
二
つ

の
言
葉
を
つ
な
げ
る
こ
と
に
向
こ
う
見
ず
感
は
あ
り
ま
す
が
。

　

と
こ
ろ
で
、Peintre-G

raveur

は
、
日
本
語
で
は
文
字
通
り
「
画
家
＝

版
画
家
」
と
訳
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
欧
文
の
場
合
は
、
し
ば
し
ば
フ
ラ
ン

ス
語
の
ま
ま
使
わ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
英
語
で
はpainter-etcher

、
ド
イ

ツ
語
で
はM

aler-R
adierer

と
訳
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
フ
ラ
ン
ス
語
の

graveur

に
は
技
法
の
別
は
な
く
、
た
ん
に
「
版
画
家
」
と
い
う
意
味
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
通
常
技
法
を
分
け
て
表
記
す
る
英
語
や
ド
イ
ツ
語

で
は
、
エ
ッ
チ
ン
グ
版
画
家
を
と
る
。
バ
ル
チ
ュ
の
序
文
に
も
エ
ッ
チ
ン

グ
が
多
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
か
ら
見
る
よ
う
に
こ
の

訳
は
必
ず
し
も
正
し
い
と
は
言
え
な
い
。
と
は
い
う
も
の
の
、
そ
れ
が
選

ば
れ
る
理
由
が
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
た

い
。さ

て
、
一
七
九
〇
年
の
終
わ
り
に
バ
ル
チ
ュ
は
宮
廷
図
書
館
の
版
画
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
整
理
す
る
に
あ
た
り
基
本
方
針
を
進
言
す
る
が
、
そ
の
一

つ
に
オ
イ
ゲ
ン
公
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
で
き
る
限
り
分
散
せ
ず
に
維
持
す

る
こ
と
、
が
あ
っ
た
。
オ
イ
ゲ
ン
公
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
一
六
世
紀
以
来

の
や
り
方
で
、
す
な
わ
ち
流
派
に
分
け
て
、
そ
の
中
に
芸
術
家
を
時
代
順

に
、
さ
ら
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
置
き
、
芸
術
家
の
作
品
は
主
題
ご
と

に
分
類
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
末
に
は
、
マ
リ
エ
ッ
ト
に
よ
る
詳

し
い
情
報
が
書
き
込
ま
れ
て
い
た
。

　

マ
リ
エ
ッ
ト
あ
る
い
は
、
ド
レ
ス
デ
ン
の
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ハ

イ
ネ
ケ
ンC

arl H
einrich H

einecken

37

に
お
い
て
は
、
概
し
て
、
版
画

家
が
創
作
者
で
あ
る
作
品
は
そ
の
版
画
家
に
、
複
製
版
画
は
原
画
を
創
作

し
た
画
家
に
版
画
が
分
類
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
バ
ル
チ
ュ
は

複
製
版
画
を
制
作
者
で
あ
る
版
画
家
に
分
類
し
た
。
つ
ま
り
彼
は
、
版
画

家
を
基
準
に
し
て
分
類
し
た
の
で
あ
る
38
。

　

こ
の
点
は
、
バ
ル
チ
ュ
に
お
け
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
画
あ
る
い
は
オ
リ
ジ

ナ
ル
版
画
家
と
は
何
か
、
と
い
う
問
題
と
の
関
連
で
重
要
だ
と
思
わ
れ

る
。
バ
ル
チ
ュ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
観
に
つ
い
て
、
二
〇
一
六
年
に
ア
ン
ソ
ニ

ー
・
グ
リ
フ
ィ
スAnthony G

riffi
ths

は
、
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
リ
チ
ャ
ー
ド

ソ
ンJonathan R

ichardson

の
美
術
批
評
論
（
一
七
一
九
）39
か
ら
論
じ
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て
い
る
が
40
、
グ
リ
フ
ィ
ス
よ
り
も
早
く
す
で
に
二
〇
〇
三
年
に
シ
ュ
テ

フ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
ケ
ン
ジ
ー
クStephan Brankensiek

が
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ

ン
以
外
の
言
説
を
含
め
て
よ
り
広
範
な
分
析
を
行
っ
て
い
る
41
。
こ
こ
で

は
、
ま
ず
バ
ル
チ
ュ
の
『
銅
版
画
学
入
門
』
に
お
け
る
彼
自
身
の
言
葉
に

耳
を
傾
け
る
こ
と
に
し
た
い
。　

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
書
の
第
一
巻
第
二
部
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
コ

ピ
ー
の
問
題
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
銅
版
画
と
は
、
版
画
家
が
直
接
自
然
か
ら
、
あ
る

い
は
頭
の
中
か
ら
そ
の
版
へ
移
し
た
も
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
ま

た
絵
画
あ
る
い
は
素
描
か
ら
彫
っ
た
も
の
で
あ
る
。
も
し
何
人
も

の
版
画
家
が
異
な
る
時
代
に
一
つ
あ
る
い
は
同
じ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

画
像
か
ら
銅
版
画
を
制
作
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
と
み
な
さ
れ
る
。
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
《
タ
ボ
ル
山
の
キ
リ
ス
ト

の
変
容
》
に
よ
り
ラ
フ
ァ
エ
ロ
・
モ
ル
ゲ
ン
が
彫
版
し
た
も
の
は
、

そ
れ
以
前
の
シ
モ
ン
・
ト
マ
サ
ン
、
ニ
コ
ラ
・
ド
リ
ニ
ー
、
コ
ル

ネ
リ
ウ
ス
・
コ
ル
ト
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
も
の
と
同
様
に
、
優

れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
画
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
様
に
ラ
フ
ァ

エ
ロ
の
《
ア
テ
ネ
の
学
堂
》
に
よ
る
、
ジ
ョ
ル
シ
ョ
・
ギ
ー
ジ
や

最
近
で
は
ヴ
ォ
ル
パ
ー
ト
の
も
の
も
、
い
ず
れ
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
銅

版
画
で
あ
る
42
。

こ
こ
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
バ
ル
チ
ュ
は
、
自
然
か

ら
で
あ
れ
別
の
画
家
の
作
品
か
ら
で
あ
れ
、
版
画
家
の
創
意
が
込
め
ら
れ

て
さ
え
い
れ
ば
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
画
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
こ
に
複
製
版

画
を
区
別
す
る
意
識
は
な
い
。
バ
ル
チ
ュ
が
挙
げ
て
い
る
ラ
フ
ァ
エ
ロ

の
《
変
容
》
の
複
製
版
画
で
は
、
い
ず
れ
も
ラ
フ
ァ
エ
ロ
が
原
画
と
い
う

記
載
は
も
ち
ろ
ん
さ
れ
て
い
る
が
、
コ
リ
ネ
リ
ス
・
コ
ル
ト
の
作
品
に
は

制
作
し
た
と
し
か
な
く
（
図
２
）43
、
シ
モ
ン
・
ト
マ
サ
ン
、
ニ
コ
ラ
・

ド
リ
ニ
ー
の
場
合
に
は
下
絵
を
描
き
、
彫
版
し
た
と
明
記
さ
れ
（
図
３
）、

一
方
ラ
フ
ァ
エ
ロ
・
モ
ル
ゲ
ン
の
作
品
は
、
彫
版
し
た
版
画
家
と
下
絵
を

描
い
た
ス
テ
フ
ァ
ノ
・
ト
フ
ァ
ネ
ッ
リ
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
（
図
４
）。

実
は
モ
ル
ゲ
ン
は
こ
の
前
に
も
同
作
品
の
版
画
化
を
試
み
た
が
、
模
写
を

し
た
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
・
デ
ッ
レ
ラ
の
下
絵
を
不
服
と
し

図２	コルネリス・コルト《キリストの変容》
（ラファエロに基づく）エングレーヴィ
ング、1573年
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て
、
彫
版
を
途
中
で
や
め
て
い
る
。
版
画
家
自
身
が
模
写
を
す
る
か
ど
う

か
は
問
題
で
は
な
く
、
ま
た
、
版
画
家
の
優
位
性
を
主
張
し
て
い
る
か
の

よ
う
だ
。
そ
れ
で
は
コ
ピ
ー
と
は
何
か
と
い
う
と
、

　

コ
ピ
ー
と
は
、
別
の
銅
版
画
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
細
部
を
模

倣
し
て
彫
っ
た
だ
け
の
銅
版
画
の
こ
と
を
指
す
44
。

ま
た
別
の
と
こ
ろ
で
は
、
む
し
ろ
絵
画
に
基
づ
く
版
画
に
こ
そ
銅
版
画

家
の
技
が
際
立
つ
と
も
述
べ
て
い
る
。

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
版
画
家
の
仕
事
は
、
エ
ッ
チ
ン
グ
で
あ
れ
、
ビ
ュ

ラ
ン
で
あ
れ
、
あ
る
程
度
ゆ
る
ぎ
な
い
創
作
で
あ
る
。
と
く
に
絵

画
か
ら
仕
上
げ
ら
れ
た
銅
版
画
の
場
合
は
。
と
い
う
の
も
そ
の
作

品
で
は
、
彫
刻
の
場
合
の
よ
う
に
、
も
の
そ
の
も
の
が
彼
の
前
に

あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
全
く
別
の
も
の
、
つ
ま
り
そ
れ
が
表
さ
れ

た
外
観
が
あ
る
だ
け
で
、
し
た
が
っ
て
、
ビ
ュ
ラ
ン
や
ニ
ー
ド
ル

の
彫
り
は
創
作
な
の
で
あ
る
。
版
画
家
は
目
の
前
に
陰
影
を
見
る

が
、
別
の
陰
影
を
創
作
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
同
様
に
、
彼
の
作
品

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
と
こ
ろ
に
明
暗
の
扱
い
を
と
く
に
組
み
込
ま

ね
ば
な
ら
な
い
。
彼
は
す
べ
て
を
立
体
的
に
見
て
、
平
面
の
版
に

こ
れ
ら
立
体
的
な
も
の
を
表
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
と
は
違
っ

て
模
倣
者
は
、
ま
る
で
目
の
前
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
家
が
そ
れ

図３ ニコラ・ドリニー《キリストの変容》（ラ
ファエロに基づく）エッチング、1705
年

図４ ラファエロ・モルゲン《キリストの変容》（下
絵ステファノ・トファネッリ、ラファエロに基づ
く）エングレーヴィング、エッチング、1801-
1811年
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に
よ
っ
て
彼
の
作
品
を
原
作
に
近
づ
け
て
い
る
あ
の
変
化
を
、
何

も
必
要
と
し
な
い
よ
う
に
、
す
で
に
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
作
品
を

同
様
な
質
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
彼
が
唯
一
考
え
て
い
る
こ
と

は
、
彼
よ
り
も
前
に
考
え
ら
れ
て
い
た
何
か
別
の
こ
と
に
向
け
ら

れ
て
い
る
45
。

バ
ル
チ
ュ
に
よ
れ
ば
、
い
か
に
原
作
に
近
づ
け
る
か
、
そ
の
工
夫
を
行

う
の
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
画
家
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
エ
ッ
チ
ン
グ
や
エ

ン
グ
レ
ー
ヴ
ィ
ン
グ
と
い
っ
た
技
法
の
違
い
も
な
い
。

次
に
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
の
記
述
を
見
て
み
よ
う
。
彼
は
ま
ず
「
オ
リ
ジ

ナ
ル
と
コ
ピ
ー
に
つ
い
て
」
と
い
う
章
で
、
絵
画
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、

こ
こ
で
の
絵
画
と
は
素
描
や
版
画
も
含
む
と
前
置
き
し
て
い
る
。
と
は
い

え
、
以
下
の
引
用
は
彼
が
と
く
に
版
画
に
つ
い
て
述
べ
る
以
前
の
部
分
で

あ
る
。　

創
意
（Invention

）
あ
る
い
は
実
物
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
そ
の

本
質
を
コ
ピ
ー
し
て
い
る
も
の
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
な
る
46
。　

　

も
し
絵
画
あ
る
い
は
素
描
が
コ
ピ
ー
さ
れ
、
手
法
が
真
似
さ
れ

て
い
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
ス
ト
ロ
ー
ク
や
タ
ッ
チ
に
従
う
の
で
は
な

く
、
あ
る
種
の
自
由
さ
を
も
っ
て
筆
使
い
を
コ
ピ
ー
し
て
い
る
も

の
は
、
コ
ピ
ー
で
は
な
く
、
正
確
に
文
字
通
り
で
は
な
く
と
も
そ

の
感
覚
を
保
っ
て
い
る
翻
訳
で
あ
る
47
。

　

他
の
画
家
の
絵
に
基
づ
い
て
い
て
も
、
そ
の
あ
と
で
創
意
や
実

物
に
よ
っ
て
行
い
、
そ
れ
に
た
ん
に
従
う
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を

改
良
し
よ
う
と
す
る
も
の
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
48
。

リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
も
模
写
に
つ
い
て
、
た
ん
に
原
画
に
従
う
の
で
は
な

く
、
自
由
さ
と
創
意
を
も
っ
て
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
改
良
す
る
よ
う
な
も

の
は
コ
ピ
ー
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
版
画
に
つ
い
て
の
記
述

で
は
、
す
べ
て
自
身
の
創
意
に
よ
る
版
画
と
他
の
作
品
に
基
づ
く
コ
ピ
ー

を
分
け
49
、
さ
ら
に
前
者
を
自
身
の
絵
画
に
よ
る
も
の
、
自
身
の
素
描
に

よ
る
も
の
、
板
の
上
に
直
接
描
い
た
も
の
、
と
く
に
エ
ッ
チ
ン
グ
に
分
類

し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
エ
ッ
チ
ン
グ
が
真
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る

と
述
べ
て
い
る
50
。
し
か
し
一
方
で
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
に
基
づ
く
マ
ル
カ
ン

ト
ニ
オ
の
版
画
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
画
に
も
勝
る
と
も
述
べ
て
い
る
。

バ
ル
チ
ュ
が
影
響
を
受
け
た
の
は
、
も
し
か
す
る
と
先
に
引
用
し
た
よ

う
な
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
の
考
え
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
バ
ル
チ

ュ
が
版
画
家
を
基
準
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
分
類
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
す

で
に
述
べ
た
。
そ
し
て
彼
の
言
説
か
ら
複
製
版
画
、
複
製
版
画
家
も
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
版
画
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
画
家
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
も
判

明
し
た
。
彼
が
称
賛
す
る
の
は
、
才
能
と
エ
ス
プ
リ
を
も
っ
た
版
画
家
で

あ
り
、
そ
れ
こ
そ
がPeintre-G

raveur

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
51
。
こ
こ
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
彼
自
身
が
並
外

れ
た
技
量
を
も
っ
た
複
製
版
画
家
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

リ
ー
ガ
ー
に
よ
れ
ば
、
バ
ル
チ
ュ
の
版
画
作
品
は
本
の
図
表
も
含
め
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て
五
二
一
点
あ
り
、
そ
れ
に
加
え
て
帰
属
作
品
が
あ
る
。
バ
ル
チ
ュ
は

素
描
や
版
画
の
複
製
版
画
を
制
作
し
た
が
、
と
り
わ
け
素
描
の
複
製
版

画
に
お
い
て
、
そ
の
調
子
や
タ
ッ
チ
に
い
た
る
ま
で
を
さ
ま
ざ
ま
な
技
法

を
駆
使
し
て
見
事
に
再
現
し
て
い
る
。
ま
ず
挙
げ
る
べ
き
は
レ
ン
ブ
ラ
ン

ト
で
あ
ろ
う
。
バ
ル
チ
ュ
は
一
三
点
の
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
素
描
を
し
て
お

り
、
そ
も
そ
も
一
七
八
二
年
に
六
点
の
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
素
描
の
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
52

を
出
版
し
た
こ
と
が
、
彼
の
複
製
版
画
制
作
で
大
き
な
意
味
を

も
っ
た
（
図
５
）53
。《
相
応
し
く
な
い
婚
礼
客
の
喩
》（
図
６
）54
は
そ
の

中
に
は
入
っ
て
は
い
な
い
も
の
の
同
年
に
制
作
さ
れ
て
い
る
。
マ
タ
イ

伝
（
二
二
：
二
―
一
四
）
の
キ
リ
ス
ト
に
よ
る
喩
を
描
い
て
い
る
原
画
は
、

現
在
で
は
ヘ
ル
ブ
ラ
ン
ト
・
フ
ァ
ン
・
デ
ン
・
エ
ッ
ク
ハ
ウ
ト
に
よ
る
レ

ン
ブ
ラ
ン
ト
の
模
写
と
さ
れ
て
い
る
。
バ
ル
チ
ュ
は
、
鉛
筆
の
上
に
茶
の

イ
ン
ク
の
羽
ペ
ン
、
淡
彩
で
描
か
れ
た
原
画
を
エ
ッ
チ
ン
グ
、
ド
ラ
イ
ポ

イ
ン
ト
、
ア
ク
ア
チ
ン
ト
で
表
現
し
、
こ
こ
で
は
即
興
的
な
線
が
ほ
ぼ
正

確
に
再
現
さ
れ
て
い
る
。
バ
ル
チ

ュ
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
最
初
に
ア

ク
ア
チ
ン
ト
を
制
作
し
た
版
画
家

で
あ
り
、
こ
れ
は
む
ろ
ん
パ
リ
旅

行
の
成
果
で
あ
っ
た
55
。

オ
ラ
ン
ダ
の
作
品
は
ほ
ぼ
一
七

世
紀
に
集
中
し
て
い
る
が
、
バ
ル

チ
ュ
は
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
フ

ラ
ン
ス
、
フ
ラ
ン
ド
ル
の
多
様
な

作
品
を
複
製
し
て
い
る
。
そ
の
技

法
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
た
と
え
ば
グ

ェ
ル
チ
ー
ノ
に
よ
る
《
雲
の
上
で

左
を
向
い
て
横
た
わ
る
天
使
》
の

赤
チ
ョ
ー
ク
素
描
は
、
ク
レ
ヨ
ン

マ
ナ
ー
と
エ
ッ
チ
ン
グ
の
併
用
で

制
作
さ
れ
て
い
る（
図
７
）56
。
あ

図５ アダム・バルチュ《レンブラント素描ファクシミリの表
紙》エッチング、1782年

図６ アダム・バルチュ《相応しくない婚礼客の喩》（レンブラン
トに基づく）エッチング、ドライポイント、アクアチント、
1782年



120

る
い
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
緑
色
の
紙
に
描
か
れ
た
チ
ョ
ー
ク
に
白
い
ハ

イ
ラ
イ
ト
が
施
さ
れ
た
《
ヴ
ォ
ル
ゲ
ム
ー
ト
の
肖
像
》
は
、
現
在
ハン
ス
・

ホ
フ
マ
ン
に
帰
さ
れ
デ
ュ
ー
ラ
ー
を
模
写
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

を
バ
ル
チ
ュ
は
エッ
チ
ン
グ
、
ク
レ
ヨ
ンマ
ナ
ー
、
ア
ク
ア
チ
ン
ト
で
表
現
し
て
い
る

（
図
８
）57
。
あ
た
か
も
バ
ル
チ
ュ
の
手
に
か
か
れ
ば
、
い
か
な
る
表
現

技
法
も
再
現
で
き
な
い
も
の
は
な
い
か
の
よ
う
で
あ
る
。
バ
ル
チ
ュ
は
、

自
ら
素
描
を
描
い
て
版
画
制
作
す
る
画
家
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
だ
ろ

う
が
、
画
家
の
エ
ス
プ
リ
を
理
解
で
き
る
翻
訳
者
だ
と
い
う
自
負
を
持
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に
︱P

eintre-G
raveur

の
そ
の
後

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、Peintre-G

raveur

を
、
現
在
広
く
理

解
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
「
複
製
版
画
家
」
に
対
す
る
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
画

家
」
と
す
る
こ
と
は
、
本
来
の
バ
ル
チ
ュ
の
考
え
と
は
異
な
っ
て
い
る
と

言
え
る
だ
ろ
う
。
彼
の
造
語
は
、
彼
が
意
図
し
た
よ
う
に
、
い
や
そ
れ
以

上
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
バ
ル
チ
ュ
以
降
、「
は
じ
め
に
」
で
挙
げ
た
カ

タ
ロ
グ
の
他
に
も
、
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
で
同
題
名
を
付
し
た
各
国
の
版

画
カ
タ
ロ
グ
が
続
け
て
出
さ
れ
て
い
っ
た
58
。
興
味
深
い
の
は
、
ア
ン

ド
レ
ア
ス
・
ア
ン
ド
レ
セ
ンAndreas Andresen

の
ド
イ
ツ
版
画
家
の
カ

図７ アダム・バルチュ《雲の上で左を向いて横たわる天
使》（グェルチーノに基づく）クレヨンマナーとエ
ッチング、1789年

図８ アダム・バルチュ《ヴォルゲムートの肖像》
（デューラーに基づく）エッチング、クレヨ
ンマナー、アクアチント、1785年
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タ
ロ
グ
の
書
名
で
、
一
八
世
紀
ま
で
の
版
画
家
の
カ
タ
ロ
グ
名
は
、D

er 
deutsche Peintre-G

raveur oder die deutschen M
aler als Kupferstecher

と

な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
一
九
世
紀
の
版
画
家
の
カ
タ
ロ
グ
名
はD

ie 
deutschen M

aler-Radierer (Peintres-G
raveurs)

と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
後
者
が
出
版
さ
れ
た
の
は
一
八
六
六
年
で
あ
る
か
ら
、
す
で
に
フ
ラ

ン
ス
で
は
腐
蝕
銅
版
画
協
会La société des aquafortistes 

が
創
設
さ
れ
、

時
代
は
エ
ッ
チ
ン
グ
復
興
の
機
運
が
到
来
し
て
い
た
59
。
ち
な
み
に
こ
れ

に
触
発
さ
れ
て
一
八
八
〇
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
発
足
し
た
エ
ッ
チ
ン
グ
協
会

の
名
前
はSociety of Painter-Etchers
60

で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
バ
ル
チ

ュ
の
カ
タ
ロ
グ
の
序
文
は
、
エ
ッ
チ
ン
グ
版
画
家
た
ち
を
喜
ば
せ
勇
気
づ

け
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
れ
は
自
由
に
創
作
す
る
版
画
家

の
代
名
詞
と
な
っ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。
バ
ル
チ
ュ
本
人
は
自
身
の
造
語

が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
夢
に
も

思
っ
て
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
が
。

註1 
Adam

 Bartsch, Le Peintre G
raveur, W

ien, 21 vols., 1803-1821. 

全
巻
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
のK

unstw
issenschaftliche Literatur 

-digital

に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。https://digi.
ub.uni-heidelberg.de/diglit/bartsch1802ga

（13. 12. 2020

閲
覧
）。

最
初
の
三
巻
の
出
版
年
が
一
八
〇
二
年
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

註
23
参
照
。

2 
W

alter L. Strauss and Leonhard Slakes (eds.), N
etherlandish 

Artists, Th
e Illustrated Bartsch, 1st ed. vol. 1, N

ew
 York, 1978.

こ
の

最
初
の
試
み
は
第
一
巻
の
み
で
終
わ
る
が
、
一
九
八
〇
年
よ
り
刊
行
が

始
ま
る
。

3 

二
〇
二
〇
年
一
二
月
現
在
一
七
五
巻
が
刊
行
。
一
巻
に
枝
番
が
付
い

て
複
数
巻
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
た
め
、
総
数
は
は
る
か
に
多
い
。

4 

オ
ン
ラ
イ
ン
の
画
像
リ
ソ
ー
ス
で
あ
るARTstor D

igital Library

に
は
『
イ
ラ
ス
ト
レ
イ
テ
ッ
ド
・
バ
ル
チ
ュ
』
に
基
づ
く
画
像
が
あ
る
。

https://w
w

w.artstor.org/collection/illustrated-bartsch/

5 

こ
の
こ
と
は
、
第
一
巻
巻
頭
に
あ
る
ス
ト
ラ
ウ
ス
の
言
葉
に
明
確
に
示

さ
れ
て
い
る
。W

alter L. Strauss (general ed.) and Leonhard Slakes 
(ed.), N

etherlandish Artists, Th
e Illustrated Bartsh, Vol. 1, N

ew
 York: 

Abaris Books, 1980.

6 
R

udolph W
eigel, Supplém

ents au Peinture-G
raveur de Adam

 
Bartsch. Tom

e prem
ier, Peintres et D

essibateurs N
éerlandais, Leipzig, 

1843. 

第
一
巻
と
な
っ
て
い
る
が
、
続
巻
は
出
て
い
な
い
。
ヴ
ァ
イ
ゲ

ル
は
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
に
拠
点
を
置
い
た
版
画
商
、
出
版
者
。
註
1
の
サ

イ
ト
で
閲
覧
可
能
。

7 
Joseph H

eller, Zusätze zu Adam
 Bartsch ’s Le Peintre G

raveur, 
Bam

berg, 1844. 

ヘ
ラ
ー
は
バ
ン
ベ
ル
ク
の
コ
レ
ク
タ
ー
、
美
術
史
研

究
者
。
リ
ー
ガ
ー
は
文
献
に
一
八
五
四
年
の
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
版
を
挙

げ
て
い
る
が
（
註
10
参
照
）、
著
者
は
バ
ン
ベ
ル
ク
州
立
図
書
館
の
サ

イ
ト
で
没
年
一
八
四
九
年
以
前
の
版
を
確
認
し
た
。http://digital.bib-

bvb.de/view
/bvbm

ets/view
er.0.6.4.jsp?folder_id=0&

dvs=16078402
02181~199&

pid=14910169&
locale=ja&

usePid1=true&
usePid2=t

rue#0005
（13. 12. 2020

閲
覧
）

8 

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
生
ま
れ
の
パ
ッ
サ
ヴ
ァ
ン
は
、
画
家
を
目
指
し
て
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パ
リ
、
イ
タ
リ
ア
で
活
躍
す
る
が
、
一
八
四
〇
年
か
ら
シ
ュ
テ
ー
デ
ル

美
術
研
究
所
員
と
な
り
、
後
に
所
長
と
な
る
。H

ildegard Bauereisen, 
Johann D

avid Passavant, in H
ildegard Bauereisen and M

argaret 
Stuffm

ann, Von Kunst und Kennerschaft: D
ie graphische Sam

m
lung 

im
 Städlischen Kunstinstitut unter Johann D

avid Passavant 1849 bis 
1861, Exh. cat., 1994-1995.

9 
Johann D

avid Passavant, Le Peintre-G
raveur, 6 vols, Leipzig, 

1860-1864.
。

10 
R

udolf R
ieger, A

dam
 von Bartsch (1757-1821): Leben und 

W
erk des W

iener Kunsthistoriker und Kupferstechers unter besonderer 
Berücksichtigung seiner Reprodutionsgraphik nach H

andzeichnung, 2 
vols, Petersberg, 2014. 

11 
Stephan B

rankensiek, A
nette M

ichels and A
nne-K

atrin 
Sors (eds.), C

opy. Right - Adam
 von Bartsch: K

unst, K
om

m
erz, 

Kennerschaft, Petersberg, 2016.

12 
A

dam
 von Bartsch, Anleitung zur K

upferstichkunde, 2 vols., 
W

ien, 1821.

13 
R

ieger, op. cit. vol. 2, W
V

Z
14/V.

14 

バ
ル
チ
ュ
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
を
参
照
。
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ

は
、
ア
ダ
ム
・
バ
ル
チ
ュ
の
息
子
。
ヨ
ー
ゼ
フ
・
メ
ー
ダ
―
お
よ
び
ア
ル
フ
レ
ッ

ト
・
シ
ュ
テ
ィ
ッ
ク
ス（
い
ず
れ
も
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
ー
ナ
館
長
を
務
め
る
）の
も

の
は
没
後
一
〇
〇
年
に
際
し
て
の
論
考
。
同
じ
く
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
ー
ナ

館
長
で
あ
っ
た
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
コ
シ
ャ
ツ
ス
キ
ー
の
そ
れ
は
シ
ュ
テ

ィ
ッ
ク
ス
に
多
く
負
っ
て
い
る
も
の
の
、
歴
史
的
評
価
を
加
え
、
何

よ
り
も
ひ
と
り
の
版
画
研
究
者
の
形
成
を
活
写
し
て
い
る
点
で
、
今

も
な
お
一
読
の
価
値
が
あ
る
。Friedrich von Bartsch, N

ekrolog, 
Archiv für G

eographie, H
istorie, Staats- und K

riegskunst, 12, 1821, 

N
r.136/137, pp. 537-540; Biographisches Lexikon des K

aiserthum
s 

O
esterreich, Vol. 1, W

ien, 1856, pp. 171-173; Allgem
eine D

eutsche 
Beiographie, vol. 2, 1875, Leipzig, https://de.w

ikisource.org/
w

iki/A
D

B
:Bartsch,_Johann_A

dam
_R

itter_von; Joseph M
eder, 

A
dam

 von B
artsch, D

er K
unstw

anderer, 1921, pp. 467-469; 
A

lfred Stix, A
dam

 von B
artsch 1757-1821; D

ie G
raphischen 

Künste, 44, 1921, pp.87-103; N
eue D

eutsche Biographie, vol. 1, 
Berlin, 1953, pp. 612-613; W

alter K
otschatzky, Introduction, Th

e 
Illustrated Bartsh, vol. 1, N

ew
 York: Abaris Books, 1980, pp. vii-

xvii; Allgem
eines Künstler - Lexikon, vol. 7, M

ünhen/Leipzig, 1993, 
pp. 313-314; R

udolf R
ieger, op.cit., pp. 21-94; W

ien G
eshichte 

W
iki; https://w

w
w.geschichtew

iki.w
ien.gv.at/Adam

_von_Bartsch 
(27.10.2017

最
終
改
訂
、13. 12. 2020

閲
覧); D

ictionary of Art 
H

istorians, https://arthistorians.info/bartscha (13. 12. 2020

閲
覧)

15 

こ
の
頃
ア
カ
デ
ミ
ー
の
改
編
が
あ
り
、
一
七
六
七
年
に
創
設
さ
れ
た

彫
刻
ア
カ
デ
ミ
ー
が
、
一
七
七
二
年
一
〇
月
に
銅
版
画
ア
カ
デ
ミ
ー
と
、

一
六
九
二
年
に
は
成
立
し
て
い
た
絵
画
ア
カ
デ
ミ
ー
、
建
築
ア
カ
デ
ミ

ー
と
統
合
さ
れ
て
、
王
立
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
と
な
る
。

16 

ド
・
ペ
ー
テ
ル
は
ケ
ル
ン
生
ま
れ
で
パ
リ
に
長
く
住
ん
だ
画
家
、
素

描
家
。
ド
イ
ツ
語
名Johann Anton de Peters

。

17 

バ
ル
チ
ュ
は
ラ
グ
ル
ネ
か
ら
、
当
時
ア
ク
ア
チ
ン
ト
の
創
始
者
と
見

做
さ
れ
、
前
年
に
亡
く
な
っ
て
い
た
ジ
ャ
ン
・
バ
テ
ィ
ス
ト
・
ル
プ
ラ

ン
ス
の
こ
と
を
教
示
さ
れ
た
。

18 

ア
ル
ベ
ル
ト
公
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
最
初
に
接
触
し
た
の
が
こ
の
機

会
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
コ
シ
ャ
ツ
ス
キ
ー
は
推
測
し
て
い
る
の
み
だ
が
、

リ
ー
ガ
ー
は
一
八
二
二
年
に
記
述
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
こ
の
可

能
性
を
支
持
し
て
い
る
。R

ieger, op. cit., vol. 1, p. 28, note 131.
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19 
コ
シ
ャ
ツ
ス
キ
ー
は
、
バ
ル
チ
ュ
が
こ
の
エ
ッ
チ
ン
グ
技
法
を
そ
の

す
ぐ
後
か
ら
始
め
た
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。K

oschatzky, op. cit., p. 
xii. 

ヴ
ァ
ン
・
ア
ム
ス
テ
ル
の
複
製
版
画
に
つい
て
は
、Stephan Brankensiek, 

Auf anderen W
egen zum

 Faksim
ile : Ploos van Am

stel, Brankensiek, 
M

ichels and Sors (eds.), op. cit., pp. 97-101.

20 
R

ieger, op. cit., vol. 1, p. 29.

21 

こ
の
出
版
を
手
掛
け
た
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ク
ル
ツ
ベ
ッ
クJoseph K

urzböck

は
、
帝
室
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
お
よ
び
オ
リ
エ
ン
ト
語
宮
廷
出
版
者
お
よ
び

書
籍
商
で
あ
り
、
費
用
を
出
し
て
出
版
し
た
。

22 

こ
の
出
版
の
経
緯
、
お
よ
び
そ
れ
ぞ
れ
の
出
版
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

R
ieger, op. cit., vol. 1, 65-68, vol. 2, pp. 653-659.

23 
R

ieger, ibid., vol. 1 67, vol. 2, pp. 652-653. 

こ
の
出
版
を
手
が
け

た
の
もK

urzböck

（
註
20
参
照
）
で
あ
り
、《
凱
旋
行
進
》
の
試
し
刷
り

も
行
っ
て
い
た
が
、
一
七
九
二
年
に
亡
く
な
っ
た
。

24 

コ
シ
ャ
ツ
キ
ー
の
「
そ
の
出
版
の
芸
術
的
価
値
と
は
別
に
、
そ
れ
ら

は
ド
イ
ツ
の
美
術
と
歴
史
へ
の
国
民
的
関
心
の
発
展
、
と
く
に
フ
ラ
ン

ス
革
命
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
隆
盛
に
反
応
す
る
ロ
マ
ン
主
義
の
若
い
世
代

の
人
々
の
内
的
な
態
度
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
」
と
い
う
記
述
に
は

納
得
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
偉
大
な
皇
帝

マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の
偉
業
を
讃
え
る
出
版
が
計
画
さ
れ
た
の
だ
と
も
考

え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。K

oschatzky, op. cit., p. xv. 

か
つ
て
筆
者
は
、
東

京
芸
術
大
学
資
料
館
で
《
白
王
伝
》
の
版
画
が
購
入
さ
れ
た
と
き
の
解

説
で
、
そ
の
時
は
不
勉
強
な
が
ら
コ
シ
ャ
ツ
ス
キ
ー
を
参
照
す
る
こ
と

は
な
か
っ
た
も
の
の
、
同
様
の
こ
と
を
考
え
て
い
た
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